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１．和歌山県の情勢と道路状況

　　（１）　和歌山県の情勢
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兵庫県 全国平均 和歌山県 京都府 福井県 滋賀県 奈良県 大阪府
12位 30位 31位 34位 38位 40位 46位
8,393 6,096 4,726 4,613 4,189 4,017 3,691 1,894

福井県 和歌山県 全国平均 滋賀県 奈良県 兵庫県 京都府 大阪府
21位 31位 34位 38位 41位 42位 46位
1,288 1,034 952 948 592 494 437 149
大阪府 兵庫県 全国平均 京都府 奈良県 滋賀県 和歌山県 福井県
2位 8位 13位 29位 31位 39位 43位
8,815 5,778 2,711 2,642 1,438 1,359 1,061 828

大阪府 兵庫県 京都府 奈良県 全国平均 滋賀県 和歌山県 福井県
2位 8位 10位 14位 18位 29位 33位
4,655.2 664.6 572.8 389.6 341.8 338.3 224.6 197.6
和歌山県 京都府 兵庫県 大阪府 全国平均 奈良県 福井県 滋賀県
4位 14位 16位 18位 30位 32位 45位
9.5 7.5 7.4 7.4 6.5 5.9 5.7 4.5

和歌山県 福井県 京都府 全国平均 兵庫県 奈良県 滋賀県 大阪府
15位 20位 33位 37位 38位 41位 42位
22.3 21.6 18.7 18.5 18.1 18.0 16.9 16.4

大阪府 兵庫県 全国平均 京都府 滋賀県 奈良県 福井県 和歌山県

2位 8位 14位 25位 36位 40位 41位
395,043 185,287 106,324 91,704 55,852 38,019 33,130 32,355
滋賀県 大阪府 全国平均 福井県 京都府 奈良県 兵庫県 和歌山県

3位 7位 14位 22位 26位 28位 42位
3,156 3,096 2,971 2,903 2,768 2,703 2,657 2,396

大阪府 兵庫県 滋賀県 全国平均 京都府 和歌山県 奈良県 福井県
4位 6位 16位 22位 34位 35位 37位
157,974 124,588 57,936 57,311 46,202 20,535 19,925 16,871

大阪府 全国平均 兵庫県 京都府 福井県 滋賀県 和歌山県 奈良県
2位 10位 14位 38位 39位 43位 46位
534,144 87,947 79,713 42,901 14,105 12,256 9,850 8,819

大阪府 兵庫県 京都府 全国平均 滋賀県 奈良県 和歌山県 福井県
2位 8位 12位 30位 35位 40位 42位
96,494 55,063 30,080 28,746 13,177 12,148 9,673 9,052

出典：H16　100の指標からみた和歌山
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客観的な指標から見た和歌山県の状況
■自然環境：総面積、一人当たりの可住地面積は、平均並みである。
■人　　口：人口、人口密度が小さく、高齢化が進んでいる。（１人暮らしの老人世帯割合４位）
■産　　業：産業は、いずれも低い。
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京都府 大阪府 兵庫県 滋賀県 奈良県 全国平均 和歌山県 福井県
1位 1位 8位 9位 18位 27位 29位
99.9 99.9 99.5 99.2 98.1 96.6 96.3 95.6

大阪府 兵庫県 京都府 滋賀県 全国平均 奈良県 福井県 和歌山県

3位 4位 6位 7位 14位 19位 46位
85.8 84.9 83.8 72.6 65.2 62.4 57.8 11.8

福井県 滋賀県 全国平均 奈良県 和歌山県 兵庫県 京都府 大阪府
10位 18位 35位 39位 41位 44位 46位
392.4 343.6 331.7 314.5 302.4 293.3 281.3 250.6

福井県 和歌山県 京都府 全国平均 大阪府 兵庫県 奈良県 滋賀県
16位 25位 27位 29位 37位 38位 44位
1,583 1,383 1,341 1,254 1,200 1,078 1,075 933
京都府 和歌山県 大阪府 全国平均 福井県 兵庫県 奈良県 滋賀県
3位 13位 15位 24位 25位 27位 31位
257.8 230.5 224.7 195.8 193.6 192.6 187.7 180.8

福井県 奈良県 滋賀県 京都府 全国平均 兵庫県 和歌山県 大阪府
2位 3位 6位 7位 27位 41位 43位
78.55 78.36 78.19 78.15 77.71 77.57 77.01 76.97
福井県 滋賀県 京都府 奈良県 全国平均 兵庫県 和歌山県 大阪府
2位 15位 20位 21位 38位 41位 46位
85.39 84.92 84.81 84.80 84.62 84.34 84.23 84.01
和歌山県 奈良県 滋賀県 福井県 全国平均 兵庫県 京都府 大阪府
1位 3位 7位 23位 37位 38位 41位
89.9 82.1 77.9 70.9 56.0 52.6 51.9 44.5

和歌山県 奈良県 全国平均 京都府 滋賀県 兵庫県 福井県 大阪府
10位 14位 23位 26位 30位 35位 46位
29.4 25.2 17.6 16.8 16.1 14.5 10.2 5.8
滋賀県 兵庫県 全国平均 福井県 大阪府 京都府 和歌山県 奈良県
6位 14位 22位 27位 28位 29位 39位
69.3 56.2 53.1 51.9 49.3 46.7 45.3 35.8

大阪府 兵庫県 京都府 滋賀県 全国平均和歌山県 奈良県 福井県
1位 3位 9位 11位 14位 15位 27位
3,408 2,948 2,463 2,368 2,239 2,227 2,227 1,677

和歌山県 兵庫県 全国平均 京都府 大阪府 滋賀県 奈良県 福井県
8位 14位 21位 24位 26位 34位 36位
829 772 735 726 724 719 643 635

出典：H16　100の指標からみた和歌山
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■住居環境：公共下水道普及率は、全国ワースト２位。
■福祉医療：医療施設は平均以上だが、平均寿命は低い。
■教　　育：大学進学も就職（高卒者）も県外へ。
■安　　全：公害の苦情は平均より少ないが、犯罪、交通事故死傷者数は多い。
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人口の伸び率
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和歌山県の地理状況

●和歌山県の約８割が山地。
●紀ノ川及び海岸部の平地１７％に県人口の約９割が居住。

県下人口・面積分布比

88% 12%

17% 83%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県総面積

県人口

紀ノ川及び海岸部の平地部

その他

出典：和歌山統計年鑑

紀北

紀中

紀南
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和歌山県の観光

観光客の伸び率
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●和歌山県は名勝、史跡、温泉等多くの観光
　資源に恵まれている。

●県内年間観光客数は約３千万人。各地方の
　活性化等に大きな影響を与えている。

●ゴールデンウィーク（平成１６年）にはマ
　リーナシティで過去最高の１日３０万人の
　入場者を記録。

マリーナシティ

高 野 山

白 良 浜

那智の滝

和歌山市
年間観光客：４９５万人

高野山
年間観光客：１１５万人

白浜地区
年間観光客：３２６万人

那智勝浦
年間観光客：２０１万人
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●和歌山県は果実における生産額が全国１位となっている。
●和歌山県は第一次産業への就業者割合が近畿で最も高い。（１０．６％／近畿１位）
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1位 和歌山 674 青森 575 和歌山 610

2位 長野 579 和歌山 558 青森 549

3位 青森 573 長野 529 長野 536

4位 山梨 549 山形 514 山梨 529

5位 愛媛 518 山梨 508 山形 507

農林水産省統計

Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４

果実生産額順位表　　（億円）
はっさく
(全国1位)
紀北地域

かき
(全国1位)
紀北地域

みかん
(全国2位)
紀北地域

うめ
(全国1位)
中紀地域

もも
(全国4位)
紀北地域

すもも
(全国2位)
紀北地域

ｷｳｲﾌﾙｰﾂ
(全国3位)
紀北地域

和歌山県の農業
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『紀伊山地の霊場と参詣道』世界遺産へ登録

●紀伊山地の霊場と参詣道（高野山、熊野三山、参詣道等）が世界文化遺産へ登録
 （平成１６年7月1日に開催された第２８回世界遺産委員会において世界文化遺産一覧
　表への記載が決定）

●関西国際空港

外国人観光客数の推移（県内）

178,248

200,044

223,864 241,952

176,104

Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４

単位：人
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（人）

高野町の観光客数の増加

本宮町の観光客数の増加

53,361

79,100

-

20,000

40,000

60,000

80,000

Ｈ１５年７月 Ｈ１６年７月

（人）

16
％
増
加

4
8
％
増
加

出典：観光客動態調査

出典：県観光振興課調べ
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甚大な被害が予想される『東南海・南海地震』

　東南海地震と南海地震が
  　    同時に起こった場合の被災規模
　建 物 被 害（全国被害の12％）
　　全壊　約56,500棟～約75,900棟

　人 的 被 害（全国被害の22.4％）
　　死者　約1,700人～約2,800人

　経済被害額
　　約38兆～約57兆円
　　　　　　 （中央防災会議　第14回会合資料より）

図：東南海＋南海地震による震度分布

東南海・南海地震が
今後３０年間に発生する確率は

50～60％
と極めて高い
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（２）　和歌山県の道路状況
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道路幅員（m）＝
道路面積（道路部）（m2）
道路総延長（m）

和歌山県の道路整備水準

42.2 57.6
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40.5
（全国46位）

55.3
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自動車専用道路延長

6.3

6.2
5.2 7.0

5.7

4.9

4.6（全国44位）

5.7

5.6

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 m
福井

滋賀

京都

大阪

兵庫

奈良

和歌山

近畿

全国

道路幅員

出典：道路改良率、道路幅員については
　　　　道路統計年報２００３、自動車専用
　　　　道路延長は国土交通省調べ

●和歌山県の道路改良率は、全国ワースト２位。

※道路改良率とは・・・

　道路改良率＝改良済延長/実延長

（改良済延長）
　車道幅員が5.5m以上で、道路構造
令の規格に適合する道路の延長

（実延長）
　道路総延長から、重用延長、未供
用延長及び渡船延長を除いた延長
である。
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和歌山県の旅客流動分担率

県内の自動車の依存率は９割以上。

旅客流動分担率

74.9 25.0 0.1 0.1

64.8 34.8 0.2 0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ１３年度

Ｓ５５年度

自動車 旅客船鉄道

航空

92.6 7.2

0.2

0.0

78.4 20.5

1.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ１３年度

Ｓ５５年度

自動車 旅客船鉄道

航空

全国

和歌山

和歌山県の１世帯
あたりの自動車保
有台数は
　１．９台
(全国平均１．６台)
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休日の渋滞状況
●海南湯浅道路では、休日には平日に比べて約１．３倍の交通量があり、長時間渋滞が
　 多発している。
    → 渋滞の影響で、観光客だけでなく観光地にも経済的な損失が出る。

海南湯浅道路
＜上り＞
  休日交通量＝12,259台（平日の1.39倍）
  最大渋滞長＝9.2km
  渋滞時間＝11時間
＜下り＞
  休日交通量＝11,105台（平日の1.24倍）
  最大渋滞長＝9.5km
  渋滞時間＝10時間
＜計＞
  休日交通量＝23,365台（平日の1.31倍)
　　　　　　　　　　　      （Ｈ15年5，8月JH）

一般国道４２号
休日交通量＝24,855台（平日の0.83倍）
　　　　　　　　　（H11交通センサス）

一般国道４２号
休日交通量＝13,855台（平日の0.78倍）
　　　　　　　　　（H11交通センサス）

観光客が押し寄せる阪和道の南行き車線
（5/2午前10時頃、南部町内）

【写真提供：H16.5.3　紀伊民報より】 12



２．わかやまみちづくりプラン
　　　　　　　　　　H15達成度報告/H16業績計画

　　（１）　わかやま みちづくりプランについて
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わかやま　みちづくりプランについて

道路行政の効率化・透明性の向上

わかやまみちづくりプランとは・・
従来の整備量を表す計画をあらため、道路整備によってもたらされる成果を重視するという考え方に基
づき、道路整備の成果を住民が実感できるわかりやすい指標（アウトカム指標）を用いて策定した計画
（業績計画書）です。今後は、事前にアウトカム指標の数値目標を設定し、施策・事業の実施後に評価
を行い、以降の施策・事業に反映します。これにより、道路整備の目標や成果を実感できるようにし、
道路行政の効率性や透明性の向上を図ります。

H15年度達成度報告／H16年度業績計画は・・
　H15年度に設定した目標の「達成度」を各指標毎に確認し、その結果を踏まえＨ１６年度の「業績計
画」をまとめたものです。

わかやまみちづくりプラン
（業績計画書）

施策・事業の実施 達成度の評価

反映

道路行政の透明性の向上 道路行政の効率性の向上

〈プラン策定の前提〉

本計画は、道路行政の効率性・透明性の向上を目指す第一歩として新たに策定したものです。現在、
県内道路網の整備の進め方等について、詳細な検討を行っているところであり、今後、その結果を踏
まえて適宜見直しを行います。
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施策テーマ アウトカム指標一覧
【指標－１】 関西国際空港から県内主要観光地（高野山、

「開かれた和歌山」 主要観光地へのアクセス時間 白浜、那智勝浦）へのアクセス時間

を実現する 【指標－２】 全道路の走行台キロに占める自動車専用道路の

道づくり 規格の高い道路利用率 走行台キロの割合

【指標－３】 府県間 府県間道路の通行所要時間

県内外の

移動時間 主要都市間 県内主要都市間の移動距離

県内の交流を 生活圏域内 中山間地域と生活圏域中心都市との移動時間

促す道づくり

【指標－４】 渋滞がない場合の所要時間と

道路渋滞による損失時間 実際の所要時間差による損失時間

【指標－５】 走行１億台キロあたりの死傷事故件数

道路交通における死傷事故率

安全・安心を 【指標－６】 地震等により国道４２号が被災した場合の

守る道づくり 津波にも安心な代替路確保率 代替路の確保率

【指標－７】 ６０分で三次医療施設に到着する人口率

三次医療施設人口カバー率

豊かな環境を 【指標－８】主要な旅客施設の周 バリアフリー化対象道路のうち、

育む道づくり 辺道路のバリアフリー化割合 バリアフリー化された道路の割合

「紀州流」の 【指標－９】地方基準による 年間の道路整備延長のうち、地方基準

道づくり 道路整備延長割合 （１．５車線）による整備の割合

政策テーマごとのアウトカム指標一覧
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（２）　Ｈ１５年度の達成度報告

　　○ 開通箇所・各指標の達成度
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H15年度の達成度報告（開通箇所－位置図）

近畿自動車道紀勢線

御坊 ～ 南部
L = 21.4km
H15.12供用

第二阪和国道

和歌山北バイパス

L = 2.2km
H15.4暫定供用

第二阪和国道

自然田～箱作

L = 4.5㎞
H15.4暫定供用

国道１６９号

奥瀞道路

（葛川大橋）

L = 0.4km
H16.3供用

県道海南吉備線

L = 0.6km
H16.3部分供用

県道井関御坊線

L = 0.5km
H16.3部分供用

国道４２４号

みなべIC～国道４２号
L = 1.6km

H15.12供用

国道４２号
南部町埴田

（越波対策）L=0.17㎞
H16.1完成

県道御坊美山線

L=0.2㎞
H16.3部分供用

県道印南原印南線

L = 0.４km
H15.12供用

国道４２号

田辺バイパス

（田鶴高架橋）

L = 0.8km
H16.3供用

県道上富田南部線

L = 2.6 km
H15.12供用

高野龍神スカイライン

L = 42.7km
H15.10無料開放

村道市老谷線

（町村代行）

L = 2.0 km
H15.12供用

県道田辺龍神線

L=0.1㎞
H16.3部分供用

国道４２号
古座町西向

（越波対策）L=0.18㎞
H15.9完成

●Ｈ１５年度の道路整備による主な開通箇所は、近畿自動車道紀勢線（阪和道）の御坊
　ＩＣ～みなべＩＣの開通をはじめ１３箇所です。
●開通延長は、高速道路２１．４km、国道９．５km、県道等６．４kmの合計３７．３kmに
　のぼります。
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阪和道･御坊IC～みなべIC開通　－　主要業績（１）

●近畿自動車道紀勢線（阪和道）御坊ＩＣ～みなべＩＣ開通により、走行時間の短縮、津波
　等による災害時の代替路機能の確保、広域高速ネットワークによる第３次医療施設への
　移動性の向上などの事業による成果（指標の達成）が図られています。

第三次医療施設
人口カバー率  【指標-7】

(　　　　　　 )

約７５万人
（２万人増）

Ｈ１５実績値

Ｈ１５目標値
※第三次医療施設とは・・・

　脳卒中、心筋梗塞等の重篤な患者
を２４時間体制で受け入れ、高度の
医療を提供する救急救命センター等
の医療施設。

　＊県内では、
　　・日赤医療センター
　　・和歌山県立医科大学付属病院

約７５万人

Ｈ１４現況値

約７３万人
御坊～みなべIC間の開通により拡大

第三次医療施設へ60分以内で
到達できる範囲 ・

・

・
・

18

Ｈ１４現況値 Ｈ１５実績値Ｈ１５目標値
主要観光地への　　　【指標-1】
　アクセス時間（関空～白浜）

２時間２５分

１時間５８分
（２７分短縮）

１時間５８分

県内外の移動時間　　【指標-３】
　主要都市間（和歌山市～田辺市）

１時間５６分

１時間３３分
（２３分短縮）

１時間３３分

津波にも安心な　　　【指標-6】
　　　代替路確保率

２９％

４０％
（１１％増）

４０％



H15ｺﾞー ﾙﾃﾞﾝｳｨｰｸ日平均交通量
H16ｺﾞー ﾙﾃﾞﾝｳｨｰｸ日平均交通量凡

　
例

H15.3平日日平均交通量

H16.3平日日平均交通量

(ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｳｨｰｸ)

22,600
22,000

15,000
10,700

31,400
31,000

24,500
26,600

21,200
21,800

18,300
21,600

19,500
15,700 12,900

9,00014,900

(平日)

国道42号
御坊市湯川町丸山

(ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｳｨｰｸ) (平日)

(ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｳｨｰｸ) (平日)

国道42号
印南町印南

国道42号
田辺市新庄町

湯浅～広川

川辺～御坊

御坊南～印南

開通した阪和道御坊ＩＣ～みなべＩＣ

（南部町内）

H16.5.7　紀伊民報

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

H13 H14 H15 H16

（

万

人

）

日帰り

宿泊

ゴールデンウィーク観光入込み客数（白浜）

　H15.12阪和道(御坊～みなべ間)開通

Ｈ１３

(4/28～5/6)

Ｈ１４

(4/27～5/6)

Ｈ１５

(4/26～5/5)

Ｈ１６

(4/29～5/9)

30,800
35,800

13,900
14,800

(ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｳｨｰｸ) (平日)

和歌山～海南東

(ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｳｨｰｸ) (平日)

(ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｳｨｰｸ) (平日)

 阪和道 御坊ＩＣ～みなべＩＣ開通後の変化

開通後の交通状況の変化

H15.12供用
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その他　－　H15年度の主な指標結果一覧

Ｈ１４現況値 Ｈ１５実績値Ｈ１５目標値

規格の高い道路利用率

５．６％

阪和道・和歌山北ＢＰの開通による利用率の向上

６．４％（０．８％増）
６．４％

道路交通における死傷事故率

１３６件／億台キロ

特定の地域において、大幅に悪化

１３８件／億台キロ（２件／億台キロ増）
１３１件／億台キロ

主要な旅客施設の周辺道路
のバリアフリー化割合

４５％

田辺駅周辺、御坊駅周辺で部分供用による向上

４７％（２％増）
４７％

地方基準による道路整備延長割合

７％

井関御坊線(広川町上津木)

　　　海南吉備線(吉備町賢)で部分供用

１３％（６％増）

１３％

【指標－２】

【指標－５】

【指標－９】

【指標－８】

※死傷事故率(指標－５)とは・・・

　１キロの区間で、車が１億台走行する時に
　発生する死傷事故件数

0.8

0.9

1

1.1

1.2

1.3

1.4

0 50 100 150 200 250

全国平均

海草郡

海南市
橋本市

H15死傷事故率(件／億台キロ)

増
減
率
(H
1
5
／
H
1
4
)

●：増加率の高い市・郡
●：全国平均
●：県内他市・郡

市郡別死傷事故　増減率

和歌山市
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Ｈ１５年度のベスト・プラクティス

　ベスト・プラクティスとは…

　　　優れた工夫、より良い整備により、従来以上の成果が現れた事例
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紀ノ川

和
歌
山
北

　
　
　

バ
イ
パ
ス

●和歌山北バイパスが開通したことに
より、自動車交通の渋滞緩和や紀ノ川
両岸の地域連携がなされた。バイパス
の機能を十分に発揮し効果が現れて
いる。　では、歩行者にとってはどのよ
うな効果があったのか？
●「紀の国大橋」の全歩行者を対象に
アンケートを取り、結果を分析してみた。

～国土交通省和歌山河川国道事務所～

　　

紀の国大橋から見える和歌山城紀の国大橋から見える和歌山城

調査結果　調査結果　調査結果　

なぜ、歩き始めたのかなぜ、歩き始めたのか

背景と目的背景と目的背景と目的

分析結果　分析結果　分析結果　

幅広く安全な歩道（幅広く安全な歩道（AM6:00AM6:00））

その他 20% その他 20%

安全　 16%
安全　12%

気持ちいい 12%

気持ちいい 1%

自宅が近い 10%

自宅が近い 0%

景観良い 28%

景観良い 10%

時間短縮, 0%

時間短縮, 3%

通りやすい
43%

通りやすい24%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

紀ノ川以北に居住 紀ノ川以南に居住

居住地別　歩行者通行理由
（全歩行者１２７人）

紀の国大橋ができたことによって歩き始めた人が２４人（２３％）で、その約半数
（１１人）が６０～７０代の高齢者。

分析・結果　分析・結果　分析・結果　

散歩・ウォーキング状況

・高齢者にも安全で安心して通行できる幅広い歩道・高齢者にも安全で安心して通行できる幅広い歩道
・美しい風景を創り出す紀の国大橋が人をひきつけた・美しい風景を創り出す紀の国大橋が人をひきつけた

・紀の国大橋が出来てから散歩を始めた人は約２割・紀の国大橋が出来てから散歩を始めた人は約２割

以前から散歩ウォーキン
グをしている
　７７％（７８人）

紀の国大橋ができてから
散歩・ウｫーキングを始めた
２３％（２４人）

散歩
ウォーキング
１０２人

和歌山北
バイパス

調査日時：　H16.5.12　（5:00～22:00)
調査場所：　紀の国大橋歩道上
調査概要：　全歩行者１２７人／日に
　　　　　　　 聞き取り調査を実施 紀の国大橋紀の国大橋

調査概要調査概要調査概要

平成15年度ベスト・プラクティス　～「紀の国大橋」の歩道整備効果～

（地域別歩く理由からの分析）
●紀ノ川より北側の沿線地域は、和歌山北ＢＰ
を除きほとんどが細街路であり、幅広い歩道が
整備されていないため、『通りやすさ』を求め、
紀の国大橋（歩道幅広い（３．０ｍ×両側））を
渡っている。
●紀ノ川より南側の沿線地域は、和歌山市の
中心市街地に近い地域でもあり、商業系施設
等周辺に居住されている住民が『景色、景観』
を求め、紀の国大橋を渡っている。

（歩き始めた人からの分析）
●６０代～７０代の歩く理由の中では、「通りや
すい」「安全である」に１１人中８人の方が答え
ており、高齢者にとっても『安全で安心して通行
できる歩道』であるとともに、「市内及び、紀ノ川
が広く見渡せる」、「朝日、夕日がきれいに見え
る」など歩行者の視点からの『景観的な付加価
値要因』も加えられ、地域住民の散歩・ウォー
キング活動を向上させている。（高齢者１１人のうち、
８人が毎日散歩ウォーキングを継続中）
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元町交差点付近の事故件数の推移
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平成８年度 平成９年度 平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度

事
故
発
生
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数
（
件
）

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

右
折
時
の
事
故
率
（
％
）

事故件数

右折時事故率

・右折車線延長により通過時間で最大約１分短縮

（１）　地域の現状・課題　

（２）　施策の概要　

（３）　施策による成果の測定　

【実車による走行時間調査結果より】
○東（新宮）向き６００ｍの通過時間　：　最大７０秒（１１時台）の時間短縮
　　　　　

元町交差点元町交差点

■元町交差点の位置

■年間事故件数17件程度、右折時の事故率15％

《 整備前 》

右折車線延長
７０ｍ→８０ｍ

《 整備後 》

右折車線
を拡幅し、

手前と奥
の右折車
を分離

［対策図 （整備後） ］

［ 現況図 （整備前） ］
右折車で
直進できず
渋滞

右折車で右折車で
直進できず直進できず
渋滞渋滞

《 右折車と直進が分離されスムーズに 》《 右折車と直進車が混在し、渋滞 》

直進と右折、
また右折車どうしも手前と奥で分離

７０ｍ

８０ｍに延伸

～国土交通省紀南河川国道事務所～　　

平成15年度ベスト・プラクティス　～国道42号 元町交差点 渋滞解消対策～

元町交差点の対策をＰＩ型で実施

○田辺市内では慢性的な渋滞が発生

　している。

○元町交差点では、新宮向き右折車が

　多く（３割）直進車の通行を妨げている。

○沿道利用者アンケートで、元町交差

　点で渋滞していると感じている人達が

　最も多い。（約２割）

　

　対策意見として、

　→　新宮向き右折車線の延伸

　　　 信号サイクル等の見直し　　　等

アンケート及び検討会（警察、県、市等）の

意見を反映し、対策を実施 【H16.3完成】
・新宮向き右折車線延伸（70m→80m）
・新宮向き右折車線拡幅

対
策
内
容

整
備
前

整
備
前

整
備
前

整
備
後

整
備
後

整
備
後

平均所要時間（東向き）
(秒） (秒）

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

平均値7１秒 平均値58秒

49

42

112

126

81

109

60

45

43

63

76

57

56

0306090120150

80

63

41

80
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94

56

56

56

44

45

45

0 30 60 90 120 150
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量
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日

）

高野龍神スカイラインの交通量推移

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～和歌山県 県土整備部～ 

 

野迫川村総合案内所

道の駅「水の郷日高川龍游」

道の駅「熊野古道中辺路」

クアハウス熊野本宮

龍神温泉元湯 

旧 龍神料金所 

ごまさんスカイタワー 

護摩壇山森林公園

山の家「しみず」

旧 高野料金所

沿線の施設利用者数

施設名
無料化後（人/日）
１５年１０月

無料化前（人/日）
１４年１０月 伸び率

（高野龍神スカイライン沿線）
野迫川村総合案内所

1,850 680 2.7

山の家「しみず」 3,789 1,933 2.0

ごまさんスカイタワー 10,296 4,033 2.6

護摩壇山森林公園 3,451 1,346 2.6

その他の施設利用者数
（国道３７１号沿線）
龍神温泉元湯

23,020 14,375 1.6

（国道３１１号沿線）
道の駅「熊野古道中辺路」

24,423 12,536 1.9

クアハウス熊野本宮 1,856 1,683 1.1

（国道４２４号沿線）
道の駅「水の郷日高川龍游」

3,430 3,036 1.1

 世界遺産登録地『高野山』と日本三

大美人の湯『龍神温泉』を結ぶ延長

４２．７㎞の山岳道路。 

 昭和55年から有料道路として県道

路公社で管理。 

概 要 

無料開放の状況  

交通状況の変化  

沿道施設の利用状況  

・有料道路の無料開放で､主要観光地への利便性向上  

H16.4.21 紀伊民報

高野山

龍 神

高野龍神 
スカイライン 

和歌山県 

大阪府 
◆昭和55年の開通以来、平均日交通

量は約300台～600台/日 

◆平成４年をピークに年々減少 

無料開放により交通量は著しく増加!! 
・秋の行楽シーズン     3,018 → 6,560 (台/13h) 
・ゴールデンウィーク    2,280 → 4,356 (台/13h) 

7:00～20:00の13時間、高野と龍神の旧料金所の 

平均交通量で比較 

・無料化前年最大日：11月3日(日) 

・ＧＷ：H15.5.4・5、H16.5.3・4の日・月の連休 

 龍神村龍神の「護摩山スカイタワ
ー」にて開放記念式典を開催。 

 式典後、クラシックカーによりパ
レードを行い無料開放をＰＲ。 

償還を早め無料開放

 H15 .10 .1  紀伊民報

利用者の減少
◆景気の低迷 
◆割高な通行料金（片道：普通車 2,090円、大型車 7,340円）
（急峻な地形のため建設コストが大） 

3,018

2,280

6,560

4,356

0

2,000

4,000

6,000

8,000

11月3日(日) ＧＷ

(台/13h)

無料化前

無料化後

２倍 ２倍

平成15年度ベスト・プラクティス ～高野龍神スカイラインの無料開放～ 
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（３）　Ｈ１６年度の業績計画
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H16年度の業績計画（開通箇所－位置図）

第二阪和国道

箱作～箱ﾉ浦

L = 1.7㎞
H16.6暫定供用

国道１６８号

本宮道路

L = 1.0km
H17.3供用予定

県道花園美里線

L = 2.4㎞
H17.3供用予定

国道３７０号

美里バイパス

L = 1.6㎞
H16.8部分供用

県道宿九度山線

L = 0.2㎞
H17.3部分供用予定

県道井関御坊線

L = 0.2㎞
H16.10部分供用

県道御坊美山線

L = 0.1㎞
H17.3部分供用予定

西脇山口線

L = 1.3㎞
H16.10部分供用

県道湊神前線

L = 0.8㎞
H17.3部分供用予定

県道南港山東線

L = 0.6㎞
H17.3部分供用予定

県道井ノ口秋月線

L = 1.3㎞
H16.9暫定供用

●Ｈ１６年度の道路整備による主な開通箇所は、西脇山口線をはじめ１７箇所です。
●開通延長は、国道４．３km、県道等１１．５kmの合計１５．８kmにのぼります。
　　　　　   　　（※　バイパス等の大規模な事業及び、指標に関連する事業について計上しています。）

県道田辺龍神線

L = 0.1㎞
H17.3部分供用予定

県道市鹿野鮎川線

L = 0.4km
H16.8供用

県道すさみ古座線

L = 2.8km
H16.4供用

県道那智勝浦本宮線

L = 0.8km
H16.6供用

県道温川田辺線

L = 0.5km
H16.7供用

湯浅御坊道路

広川南ＩＣ

H16.10供用

地震・津波対策

（避難誘導施設整備）

串本町内

H17.3整備予定

　　　世界遺産案内
　　　看板設置箇所
        計 49 基
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Ｈ１６年度　業績計画　主要指標一覧

Ｈ１４現況値 Ｈ１６目標値Ｈ１５実績値

県内外の移動時間
府県間　和歌山市～阪南市

生活圏域内　橋本市～花園村

第二阪和国道(箱作～箱ノ浦)供用により短縮

県道花園美里線供用により短縮

道路交通における死傷事故率

１３６件／億台キロ

国道26号延時交差点、国道42号黒江交差点

国道42号南紀の台下交差点改良により減少

１３１件／億台キロ（５件／億台キロ減）
１３８件／億台キロ

主要な旅客施設の周辺道路
のバリアフリー化割合

４５％

田辺駅周辺、御坊駅周辺での部分供用による向上

４８％（３％増）
４７％

地方基準による道路整備延長割合

７％

井関御坊線(広川町上津木)

　　　宿九度山線(九度山町丹生川)で部分供用

１９％（１２％増）
１３％

５８分 ５１分（７分短縮）
５５分

１時間１２分 １時間０４分（８分短縮）
１時間１２分

【指標－９】

【指標－８】

【指標－５】

【指標－３】
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　　西脇山口線(平成１６年１０月２２日開通)　－　主要事業

【渋滞損失時間】【指標－４】
現況値　　　　1,317万人時間／年

Ｈ１６年度末　1,184万人時間／年
　　　　　　　　133万人時間／年削減

西脇山口線供用による成果
【時間短縮】
　（梅原交差点～三木町交差点）
国道２６号経由(開通前)　２６分

西脇山口線－和歌山北ＢＰ経由
　　開通後１週間          １６分
　　　　　　　   １０分短縮

西脇山口線

和歌山北ＢＰ

和歌山市街

至
加
太

至
岩
出

国道２６号

西脇山口線

梅原交差点

三木町交差点

２６分

１６分
（１０分短縮）

和歌山北ＢＰ

Ｎ

※実測による

開通後の西脇山口線

国道２６号の渋滞緩和により

29



（４）　アウトカム指標一覧と概要
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 県内の交流を 

    促す道づくり 

「紀州流」の道づくり 地方基準による道路整備延長割合 

「開かれた和歌山」を 

  実現する道づくり 

道路交通における死傷事故率

津波にも安心な代替路確保率
安全・安心を 

守る道づくり 

三次医療施設人口カバー率 

目標値 実績値

関空 ～
　高野山

１時間３５分 １時間３５分 １時間３５分 １時間３５分 １時間３２分 １時間１５分

関空 ～
　白浜

２時間２５分 １時間５８分 １時間５８分 １時間５８分 １時間４３分 １時間４０分

関空 ～
　那智勝浦

３時間５５分 ３時間５２分 ３時間５２分 ３時間５２分 ３時間２９分 ２時間３０分

5.6％ 6.4％  6.4％ 6.4％ 8.8％ ２５％

和歌山市
  －阪南市

５８分 ５５分 ５５分 ５１分 ５１分 ３０分

岩出町
  －泉南市

２８分 ２８分 ２８分 ２８分 ２７分 ２０分

那賀町
  －和泉市

１時間１２分 １時間１２分 １時間１２分 １時間１2分 １時間１０分 ５０分

３．県内外の

橋本市－
  河内長野市

５３分 ５３分 ５３分 ５３分 ５２分 ２５分

　　移動時間 和歌山市
  －橋本市

１時間２１分 １時間２１分 １時間２１分 １時間２１分 １時間１０分 ４０分

和歌山市
　－田辺市

１時間５６分 １時間３３分 １時間３３分 １時間３３分 １時間２０分 １時間１５分

和歌山市
 －新宮市

３時間４２分 ３時間４２分 ３時間４２分 ３時間４２分 ３時間２０分 ２時間２０分

橋本市
 －新宮市

３時間３４分 ３時間３４分 ３時間３４分 ３時間３３分 ３時間１４分 ２時間２５分

和歌山市
  －美里町

１時間０３分 １時間０３分 １時間０３分 １時間０３分 １時間０２分 １時間００分

橋本市
　－花園村

１時間１２分 １時間１２分 １時間１２分 １時間０４分 １時間０１分 １時間００分

新宮市
 －北山村

１時間３６分 １時間３６分 １時間３６分 １時間３６分 １時間３３分 １時間０５分

１，３１７
万人時間／年
（直轄国道）

１，１８９
万人時間／年
（直轄国道）

１，２５０
万人時間／年
（直轄国道）

１，１８４
万人時間／年
（直轄国道）

１，０３９
万人時間／年
（直轄国道）

９３５
万人時間／年
（直轄国道）

Ｈ１９
目標値

長　期
目標値

Ｈ１５ Ｈ１６
目標値

道づくり
の方針

アウトカム指標 内容
Ｈ１４
現況値

４．道路渋滞による損失
　　時間

２．規格の高い道路利用率

主要都市間

生活圏域内

　県内の交流を
　　促す道づくり

 「開かれた
　 和歌山」を
　   実現する
　　   道づくり

１．主要観光地へのアク
　　セス時間

府　県　間

関西国際空港か
ら県内主要観光
地（高野山、白
浜、那智勝浦）
へのアクセス時
間

府県間道路の通
行所要時間

県内主要都市間
の移動時間

中山間地域と生
活圏域中心都市
との移動時間

渋滞がない場合の所要時間と実
際の所要時間差による損失時間

全道路の走行台キロに占める自
動車専用道路の走行台キロの割
合

１３６件
／億台ｷﾛ
（直轄国道）

１３１件
／億台ｷﾛ
（直轄国道）

１３８件
／億台ｷﾛ
（直轄国道）

１３１件
／億台ｷﾛ
（直轄国道）

１２４件
／億台ｷﾛ
（直轄国道）

１１６件
／億台ｷﾛ
（直轄国道）

２９％
６３ｋｍ

４０％
８７ｋｍ

４０％
８７ｋｍ

４０％
８７ｋｍ

４９％
１０５ｋｍ

概成
２１４ｋｍ

６８％ ７０％ ７０％ ７０％ ７１％ ８５％

　豊かな環境を
　　育む道づくり

４５％ ４７％ ４7％ ４８％ ５６％ 概成

　「紀州流」の
　　　道づくり

7% 13% 13% 19% 27% -

６．津波にも安心な代替路
　　確保率

９．地方基準による道路
　　整備延長割合

８．主要な旅客施設の周辺
　　道路のバリアフリー化
　　割合

５．道路交通における死傷
　　事故率

　安全・安心を
　　守る道づくり

７．三次医療施設人口
　　カバー率

地震等により国道４２号が被災
した場合の代替路の確保率

走行１億台キロあたりの死傷事
故件数

６０分で三次医療施設に到着す
る人口率

年間の道路整備延長のうち、地
方基準（１.５車線）による整備
の割合

バリアフリー化対象道路のう
ち、バリアフリー化された道路
の割合

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

整備方針 

道づくりの方針 アウトカム指標

道路渋滞による損失時間 

県内外の移動時間 

アウトカム指標一覧 

豊かな環境を 

育む道づくり 主要な旅客施設の周辺道路のバリアフリー化割合

規格の高い道路利用率 

主要観光地へのアクセス時間

 

＜県政のビジョン＞ 

新生和歌山の創造 
－ 安心で活力みなぎる和歌山をめざして － 

  

 

  

産業の活力創造 安心して暮らせる 
  社会の創造 

個性輝く人材の創造 

交流ネットワーク 
の創造 

豊かな環境の創造 「開かれた和歌山」を 

実現する道づくり  
 

・ 国土軸、国際軸と直結 

・ 関西大環状と放射状の道路網 

形成による都市圏の拡大 

・ 大阪府との連携強化 

・ 半島南北の連携強化 

豊かな環境を 

育む道づくり  
 
・ 快適な沿道環境の確保 

・ 地域の個性を活かし、歴史、 

文化の創造 

・ 高度な情報サービスの提供 

・ 多自然型の道づくり 

   （間伐材の利用） 

 県内の交流を 

  促す道づくり  
 

・ 都市間、地域間の連携強化 

・ 渋滞をなくし、円滑なモビリティーの確保 

・ 観光等、産業構造の強化 

安全・安心を 

守る道づくり 
 

・ 災害により途絶しない強靱な道づくり 

・ 交通事故をなくす安全な道路の道づくり 
・ 高齢者、障害者に優しい安心な道づくり 

「紀州流」の道づくり 
 

・ 地域の実情にあった「ローカル・スタンダード」 
による道路整備 

・ 利用者本位の計画的・効率的な整備 

・ 農林道を含めた一体的な道路網整備 

＜道づくりの方針＞ 
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0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大幅減少 

高野山 

那智勝浦 

白浜 

〈宿泊観光客数の推移〉 
（和歌山県観光動態調査） 

（
観
光
客
数
：
百
万
人
）

 

180

190

200

210

220

230

240

Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

広域的な移動を支援する道路

に対して満足度が低い 

現状と課題 主な施策 

アウトカム指標 

【指標１】主要観光地へのアクセス時間 

和歌山県内の主要観光地への観光客

数は年々減少しているが、「紀伊山地

の霊場と参詣道」の世界遺産登録によ

り、今後、観光客の増加が予想される

〈道路利用者満足度〉 
（国土交通省道路 IRサイト(平成 14年)） 

主要観光地へのアクセス時間  
 関西国際空港から主要観光地（高野

山、白浜、那智勝浦）へのアクセス時

間 

○ 近畿自動車道紀勢線の整備 
H15.12 御坊～みなべ IC間供用 
 

○ アクセス道路の整備 
  ・ 国道４２号（田辺バイパス） 

H16.3 田鶴高架橋区間供用  
  ・ 国道４２号（田辺西バイパス） 
  ・ 国道４２号（那智勝浦道路） 
  ・ 国道１６８号（熊野川・本宮道路） 

・ 国道４８０号（梨子ノ木バイパス） 
・ 主要県道泉佐野岩出線（府県境区間）  等 

主要観光地へのアクセス時間の短縮に

より、「紀伊山地の霊場と参詣道」等の主

要観光地へ、国内外からの観光客の増大

が期待できる 

約２６分短縮 

指標の現況値と数値目標 

定義 

（分） 

和歌山県 

質問項目 評点 順位

高速道路や有料
道路についての
満足度

5点満点中

2.39
全国平均

2.45

全国

国道、県道など
の幹線道路につ
いての満足度

5点満点中

2.40
全国平均

2.58

全国

４４位

４０位

60

70

80

90

100

110

120

130

140

150

Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

約４２分短縮 

約３分短縮 

白浜 

高野山 

那智勝浦 関空 ～ 白浜 

関空 ～ 那智勝浦 

関空 ～ 高野山 
３分 
短縮 

１５分
短縮 

２３分
短縮 

２７分
短縮 

３分 
短縮 
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km
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和 歌山

福井

京都
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大阪

兵庫

5.6

8.8

6.4 6.4

0
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8
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10

H14 H15 H16 H17 H18 H19

和歌山県下では、自動車の

依存度が高い 

現状と課題 

主な施策 

アウトカム指標 

【指標２】規格の高い道路利用率 

阪和自動車道 御坊～みなべ間（21.4㎞）が開通しても、未だ低い規格の高い道路の利用率。 

規格の高い道路の利用率の向上により、物流

や観光などの長距離トリップを一般道より自

動車専用道路へ適正に分担させることによる

交通の円滑化、安全性、環境への負荷軽減など

の効果が期待できる 

 
高速自動車道の整備が低い状況では、こ

のような観光などの長距離トリップが一

般道から転換することができないため、

移動時間の長時間化を招き、地域の経済

活動を妨げる結果となっている。 

 
○近畿自動車道紀勢線の整備 
 ・H15.12 御坊～みなべ IC間供用
○京奈和自動車道の整備 
○第二阪和国道の整備 
 ・H15.4 和歌山北バイパス供用 
○大阪橋本道路の整備 
○五條新宮道路の整備    等 

２ 
％ 
向 
上 

指標の現況値と数値目標 

規格の高い道路利用率 
全道路の走行台ｷﾛに占める道路交通にお

ける自動車専用道路の走行台ｷﾛの割合 

定義 

13%

6%

10%

10%

16%

21%

23%

25%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

全国

和歌山県

福井県

京都府

奈良県

滋賀県

大阪府

兵庫県

規格の高い道路利用率 自動車専用道路延長 

１３％ 
（全国平均）

１
％ 
向 
上 

（％） 

約３％向上 

１３％ 
（全国平均）

１３％ 
（全国平均）

１５％ 
（全国平均）

7 4 .9 2 5 .0 0 .1 0 .1

6 4 .8 3 4 .8 0 .2 0 .1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ１３年度

Ｓ５５年度

自動車 旅客船鉄道

92 .6 7 .2 0 .2 0 .0

7 8 .4 2 0 .5 1 .1 0 .0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ１３年度

Ｓ５５年度

自動車 旅客船鉄道

航空全 国

和歌山
航空

旅客流動分担率

和歌山県の１世帯あた

りの自動車保有台数は

　１．９台

(全国平均１．６台)

７６.２㎞（御坊～みなべ IC間 21.4㎞）
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花園村
美里町 

北山村

橋本市 

新宮市 

田辺市 

和歌山市 

龍神村

県内主要都市間の移動に時

間がかかる ○ 府県間道路の整備 
・ 第二阪和国道 
  H15.4 和歌山北バイパス(暫定供用) 
 ・ 主要県道泉佐野岩出線  
・ 国道３７１号（橋本バイパス） 
・ 国道４８０号（平道路） 

○ 高規格幹線道路の整備 
・ 近畿自動車道紀勢線 
  H15.12 御坊～みなべ IC間供用 

  ・ 京奈和自動車道 

○ 県内主要幹線道路の整備 
 ・ 国道１６８号 
 ・ 国道４２４号       等 

現状と課題 主な施策 

アウトカム指標 

【指標３】県内外の移動時間 

  

田辺市 

和歌山市 

橋本市 

新宮市 

府県間近接都市間の移動に

時間がかかる 

〈府県間近隣都市間の移動時間〉

（H11道路交通情勢調査） 

〈主要都市間の移動時間〉 
（H11道路交通情勢調査） 

府県間移動時間 
 和歌山県北部の４都市（和歌山市・岩出町・那賀町・橋本市）から、大阪

府南部の４都市（阪南市・泉南市・和泉市・河内長野市）までの所要時間 
 
主要都市間移動時間 
 主要都市（和歌山市・橋本市・田辺市・新宮市）間の移動時間 
 
生活圏域内移動時間 
 生活圏域内の山間部町村（美里町・花園村・北山村）から中心都市（和歌

山市・橋本市・新宮市）までの移動時間 

府県間や主要都市間・生活圏域内の移動時間の短縮により、「開かれた

和歌山」を実現するための広域交流や県内の交流を活性化が図れる 

山間部から圏域中心都市へ

の移動に時間がかかる 

〈圏域中心都市への移動時間〉

（H11道路交通情勢調査） 

定義 

 

那賀町 橋本市 

阪南市 

 

岩出町和歌山市

泉南市 和泉市 河内長野市

大 阪 府 

和 歌 山 県 

Ｈ１４
現況値

Ｈ１５
実績値

Ｈ１６
目標値

Ｈ１９
目標値

和歌山市
  －阪南市

５８分 ５５分 ５１分 変動無し

岩出町
－泉南市

２８分 変動無し －〃－ ２７分

和歌山市
  －橋本市

１時間２１分 変動無し －〃－ １時間１０分

和歌山市
　－田辺市

１時間５６分 １時間３３分 変動無し １時間２０分

和歌山市
  －美里町

１時間０３分 変動無し －〃－ １時間０２分

橋本市
　－花園村

１時間１２分 変動無し １時間０４分 １時間０１分

Ｈ１４
現況値

Ｈ１５
実績値

Ｈ１６
目標値

Ｈ１９
目標値

那賀町
－和泉市

１時間１２分 変動無し １時間１０分 変動無し

橋本市－
河内長野市

５３分 変動無し －〃－ ５２分

和歌山市
 －新宮市

３時間４２分 変動無し －〃－ ３時間２０分

橋本市
 －新宮市

３時間３４分 変動無し ３時間３３分 ３時間１４分

新宮市
 －北山村

１時間３６分 変動無し －〃－ １時間３３分
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1,317

1,039

1,250
1,184

600

700

800

900

1,000

1,100

1,200

1,300

1,400

H14 H15 H16 H17 H18 H19

(万人時間/年)

道路渋滞による損失時間 
基準となる旅行速度と通常時の旅行速度の

差における人数あたりの時間の損失 
 

直轄国道で発生している渋

滞損失時間は都市部である

和歌山市に集中している 

○ 高規格幹線道路の整備 
・ 近畿自動車道紀勢線 

H15.12 御坊～みなべ IC間供用 
・ 京奈和自動車道 

 
○ 第二阪和国道等の整備 
・ H15.4 和歌山北バイパス（暫定供用） 

  ・ H16.10 西脇山口線供用 

○ 県内主要幹線道路の整備 
・ 国道２４号（和歌山バイパス） 
・ 国道４２号（田辺バイパス） 
・ 国道４２号（田辺西バイパス）   等 

現状と課題 主な施策 

アウトカム指標 

【指標４】道路渋滞による損失時間 

和歌山県下における渋滞損失時

間の約４割以上が直轄国道で発

生している 

道路渋滞における損失時間は、渋滞によって

利用者が被っていた損失であり、削減する効果

として、交通の円滑化や交通事故の減少・沿道

環境の向上なども期待できる 

定義 

指標の現況値と数値目標 

約 
５ 
％ 
削 
減 

約２割削減 
約 
５ 
％ 
削 
減 

約 
12 
％ 
削 
減 

２６号

２４号

４２号

【和歌山県渋滞損失時間　道路種別】

その他道路
９８４万人時間
６４％

直轄国道
１，２５０万人時間

３６％

全道路
渋滞損失時間

(４，０２３万人時間／年）

［H15現況値］

和歌山
市
43%

その他
57%

【和歌山県渋滞損失時間　市町村別】

直轄国道
渋滞損失時間

(１，２５０万人時間／年）

［H15現況値］
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24.0%

39.4%

76.9%
40.9%

38.5%

32.4%

35.2%

40.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%
（％）

和歌山

奈良

兵庫

大阪

京都

滋賀

福井

近畿

全国

42.2%

57.6%

72.6%

51.4%

53.4%

69.6%

55.3%

56.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%
(％)

和歌山

奈良

兵庫

大阪

京都

滋賀

福井

近畿

全国

136

131

124

138

110

115

120

125

130

135

140

H14 H15 H16 H17 H18 H19

(件/億台ｷﾛ)

道路交通による死傷事故率 
 走行１億台ｷﾛあたりの死傷事故件数

現状と課題 
主な施策 

アウトカム指標 

【指標５】道路交通における死傷事故率 

和歌山県下の交通死傷者数（率）は、全国８位と高く近年５年間で１８％増加している。

○ 近畿自動車道紀勢線の整備 
H15.12 御坊～みなべ IC間供用 

 
○ 京奈和自動車道の整備 

 
○ バイパス道路の整備 
・ 第二阪和国道 

H15.4 和歌山北バイパス（暫定供用） 
    ・ H16.10 西脇山口線供用 

・ 国道４２号（田辺西バイパス） 
・ 国道４２号（那智勝浦道路）  等 

道路交通による死傷事故率を削減する

ことは地域の安全度の向上に期待できる

和歌山県内の道路の改良率は４０．５％で全国４６位ワースト２、歩道の設置率は

２１.１％で全国最下位ワースト１と低い状況である。 
「安全な道路（死傷事故率の低い道路）」である規格の高い道路整備が遅れているため

適切な交通の転換が図れていない。 

約 
５ 
％ 
削 
減 

定義 

21.1％（全国 47 位）

道路改良率 歩道設置率(国道＋県道) 

指標の現況値と数値目標 

（道路統計年報 2003） （道路統計年報 2003）

１１８  

件／億台ｷﾛ

（全国値）

１０８  

件／億台ｷﾛ

（全国値）

１２０  

件／億台ｷﾛ

（全国値） 

約 
１ 
％ 
増 
加 

約９％削減 

１１４  

件／億台ｷﾛ

（全国値） 

約 
５ 
％ 
削 
減 

40.5％（全国 46 位）
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40 40

49

0

10

20

30

40

50

60

H14 H15 H16 H17 H18 H19

今後３０年間の

発生確率６０％ 
○ 近畿自動車道紀勢線の整備 

H15.12 御坊～みなべ IC間供用 
 
○ 国道４２号の整備 
・ 那智勝浦道路 

現状と課題 

主な施策 

アウトカム指標 

【指標６】津波にも安心な代替路確保率 

今世紀前半、大規模地震（東南

海・南海地震等）が発生する可

能性が高い 

津波にも安心な代替路確保率 
近畿自動車道等の整備を国道４２号当該箇所

の延長及び率で表した値 

大規模地震に伴う津波により、国道４２号が各地

で寸断されることが予測されるが、近畿自動車道紀

勢線等が整備されることにより、国道４２号の代替

路、緊急輸送路としての整備効果が期待できる 

今後３０年間の

発生確率５０％ 

国道４２

那智勝浦道路・近畿自動車道紀勢線の整

備により、津波に対し脆弱な国道４２号の

代替路・緊急輸送路を確保 

〈南海道地震による津波被害写真（田辺市）〉

「南海道地震から５０年（和歌山県）」 

〈津波シミュレーションによる最大波高〉 

M8.4 M8.1 

定義 

県内の国道４２号延長

２１４.３ｋｍ 

９ 
％ 
向 
上 

指標の現況値と数値目標 

（km）

（％）

２０％向上 

１１ 
％ 
向 
上 



 
38 

県医務課「保険統計年報」H12.10.1 現在 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

68

70 70
71

60

62

64

66

68

70

72

H14 H15 H16 H17 H18 H19

紀北地域に位置する病院の病床数

についても約６割が都市部である

和歌山市に集中している。 

○ 高規格幹線道路の整備 
・近畿自動車道紀勢線 
 H15.12 御坊～みなべ IC間供用 
・ 京奈和自動車道   等 

現状と課題 

主な施策 

アウトカム指標 

【指標７】三次医療施設人口カバー率 

和歌山県下における病院数の

８割が紀北地域に位置し、その内

約半数が和歌山市に集中 

県内人口の内高度医療施設から６０分

以内で到達できる範囲の人口カバー率を

拡大させることは、地域住民の救急医療に

対する不安の解消を意味します 

 
第三次医療施設とは、 
 
脳卒中、心筋梗塞、頭部

損傷等の重篤な患者を２４

時間体制で受け入れ、高度

の医療を提供する救急救命

センター等の医療施設。 
 
＊県内では、 
・日赤医療センター 
・和歌山県立医科大学付属病院

（和歌山県内の第三次医療施設を対象） 

第三次医療施設人口カバー率 

県内人口のうち第三次医療施設から 
６０分圏内の人口の割合 

定義 

指標の現況値と数値目標 

県内の三次医療施設は和歌

山市に２箇所しかなく、しか

も、規格の高い道路のネット

ワークが未整備の状態 

（％）

３％拡大 

和歌山市

その他
岩出町 海南市
４件

4%

２１件

21%

紀南地域
２０％

紀北地域

８０％

【和歌山県内の病院数】

６件

7%

４３件

47%

その他

橋本市

岩出町

吉備町 御坊市
６９０床

6%

６３４床

5%

552床

5%

546床

5%

２，６６６床

22%

和歌山市域
５７％

【紀北地域における病床数】

２ 
％ 
拡 
大 

１ 
％ 
拡 
大 

御坊～みなべ IC間の開通により拡大 

・・
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現状と課題 

主な施策 

アウトカム指標 

【指標８】主要な旅客施設の周辺道路のバリアフリー化割合

高齢人口割合が全国より７

～８年進んでいる 

〈老年人口割合の推移〉 

歩道のバリアフリー化 

歩行空間のバリアフリー化により、高齢者・障害者

など誰もが安心して通行できる道路環境が創出される 

バリアフリー化対象地区内の歩道のバリアフリー

化を推進する 

バリアフリー化対象地区とは… 
 「高齢者、身体障害者等の公共交通機

関を利用した移動の円滑化の促進に

関する法律」（通称「交通バリアフリ

ー法」）に基づく重点整備地区 

バリアフリー地区の歩きや

すさについて、約７割の人

が不満を感じている 

〈バリアフリー地区における
歩きやすさに対する評価〉 
（近畿地方整備局平成１４年度アンケート） 

１１％向上 

バリアフリー化された道路とは… 
 車いすがすれ違うことができる幅

員を有している、段差が解消されてい

る、視覚障害者誘導用ブロックが設置

されているなど、「重点整備地区にお

ける移動円滑化のために必要な道路

の構造に関する基準」に定められた構

造基準を満たす道路 

指標の現況値と数値目標 

主要な旅客施設の周辺道路のバリアフリー化割合
 
 １日あたりの平均利用者数が 5,000 人以上の旅

客施設の周辺などバリアフリー対象地区内の主な

道路のうち、バリアフリー化された道路の割合 

定義 （％）

※和歌山県内では、主要な旅客施設は JR和歌山駅、南海和歌山市駅ほか８駅である 

２ 
％ 
拡 
大 

８ 
％ 
拡 
大 

１ 
％ 
拡 
大 
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42.2%

57.6%

72.6%

51.4%

53.4%

69.6%

40.5%
（全国46位）

55.3%

56.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%
(％)

奈良

兵庫

大阪

京都

滋賀

福井

和歌山

近畿

全国

利用台数の少ない道路 
が多い 

現状と課題 

アウトカム指標 

【指標９】地方基準による道路整備延長割合 

大型車どうしすれ違いがで

きない道路が多い 

〈和歌山県の交通量別割合〉 
（H11道路交通情勢調査） 

〈道路の改良率〉 
（道路統計年報２００３） 

地方基準による道路整備延長割合 
年間の道路整備延長のうち、地方基準  
（1.5車線）による整備の割合 (県管理分のみ)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

国道＋県道

（県管理） 1500台以下
1500台
 ～4000台

4000台以上

地域の地形や利用実態に合った地方基準に

よる道路整備により、コスト縮減と整備効果

の早期発現、環境への負荷の軽減が図れる 

一定の基準により１.５車線的道路整備対象区間を
峻別し、整備を促進する 

和歌山県内の道路の改良率

は全国４６位である 

２0％向上 

指標の現況値と数値目標 

定義 （％）

年間道路整備延長（換算） 

主な施策 

１.５車線的道路整備とは… 
大型車と普通車が無理なく対向できる幅５ｍを基本とし、適所に大型車ど

うしが対向できる幅６ｍの待避所などを設置することで、２車線整備と変わ

らないサービスレベルを確保した道路整備です。 

８ 
％ 
向 
上 

６ 
％ 
向 
上 

６ 
％ 
向 
上 




